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CD-ROM には、４章に関連する資料を納めています。なお、本文の電子データ（PDF
形式）については国土技術政策総合研究所のホームページよりダウンロードして下さい。 
（http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0410.htm） 
 
 
 
 
 
 
注意 

 本 CD-R の内容を転載、複写する場合は、必ず国土交通省国土技術政策総合研究所の許可を

得てください。本 CD-R を使用する際に生じた、いかなる障害および損害に対しても、国土交

通省国土技術政策総合研究所では一切の責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 
 
※ Windowsおよび Internet Explorerは米国 Microsoft Corporationの米国およびその他の国

における登録商標です。 
※ Acrobat および Acrobat Reader は、Adobe Systems Incorporated の登録商標です。 
※ その他の会社名、製品名はそれぞれ各社の登録商標または商標です。 

添付 CD－ROM の内容 

フォルダ・ファイル名           内容 
 「4.2HEC ソフト講演録」  HEC ソフトウェアに関する講演に関連する資料（質問事項、

レポート、パワーポイント） 


